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全国障害学生支援センター 

『大学案内 2008障害者版』 訂正のお知らせ  2008年３月 25日（No.１） 

 

 当センター発行の『大学案内 2008障害者版』に以下の誤りがありましたことをお詫びい

たします。訂正の上、ご利用くださいますようお願い申し上げます。 
 
問い合わせ先  全国障害学生支援センター 
 〒228－0818 相模原市上鶴間本町 3－14－22 田園コーポ 3号室 
 電話／FAX 042-746-7719 
 URL http://www.nscsd.jp/   E-mail info@nscsd.jp 
  

 
記 

【北海道地方】 
北海学園大学（54ページ 上から 25行目） 
  誤：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 なし  
  正：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 あり・詳細 [介助者] 大学教職員 
 
 
【関東地方】 
お茶の水女子大学（109ページ 下から 19行目） 
  誤：☆卒業した学生 あり ※詳細不明 
  正：☆卒業した学生 1人（ 難聴 1人 ） 
 
国際医療福祉大学（131ページ 下から 15行目） 
  誤：【障害別の支援】☆支援者 なし ※実際に障害学生が入学することになってから

個別に相談、決定する。 ☆コーディネーター なし ※コーディネートするか

を含め、障害学生から相談があってから個別に検討する。介助については必要が

あれば教職員と一般学生が対応。  
  正：【障害別の支援】☆支援者 ※実際に障害学生が入学することになってから個別に

相談、決定する。 [介助者] なし ※介助については必要があれば教職員と一般

学生が対応。 ☆コーディネーター なし ※コーディネートするかを含め、障

害学生から相談があってから個別に検討する。  
 
和洋女子大学（167 ページ 上から 20 行目） 
  誤：【聴覚障害】☆入学試験での配慮 なし 

正：【聴覚障害】☆入学試験での配慮 あり ・実施体制 大学として一定の配慮内容

は決めていない ☆詳細 [試験時間] 一般学生と同じ [試験室] 一般学生と同

室 [利用可能な事項] 補聴器の使用 FM 補聴器の使用 [リスニング試験での配

慮] リスニング試験は実施していない [面接試験での配慮] 一般学生と同じ 
[その他の配慮] 座席位置を配慮する  
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和洋女子大学（167 ページ 上から 22 行目） 
  誤：【肢体障害】☆入学試験での配慮 なし  
  正：【肢体障害】☆入学試験での配慮 あり ・実施体制 大学として一定の配慮内容

は決めていない ☆詳細 [試験時間] 一般学生と同じ [試験室] 一般学生と同

室 [出題方法] 一般学生と同じ [解答方法] 一般学生と同じ [試験当日の補

助] 試験室入り口までの付き添いを認める [その他の配慮] 試験会場への乗用

車の乗り入れを認める  
 
ルーテル学院大学（266ページ 下から 18行目） 
  誤：【障害別の支援】☆支援者 [音訳者] 外部団体（点訳ボランティア団体） 不明 
  正：【障害別の支援】☆支援者 [音訳者] 不明  
 
 
【中部地方】 
愛知県立大学（302ページ 下から５行目） 
  誤：【視覚障害】☆入学試験での配慮 なし  
  正：【視覚障害】☆入学試験での配慮 あり  

・実施体制 大学入試センター試験における受験特別措置に準じる ☆点字試験 
なし  

 
愛知工業大学（345ページ 下から 10行目） 
  誤：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 なし  
  正：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 あり ・詳細 [付き添い者] 高等

学校、盲学校、養護学校などの教諭 保護者 [介助者] 高等学校や養護学校など

の教諭 保護者  
 
同朋大学（352ページ 下から 3行目） 
  誤：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 なし  
  正：【その他の入試情報】☆入学試験時の補助者 あり・詳細 [付き添い者] 保護者 

[介助者] 大学教職員 
 
 
【近畿地方】 
滋賀医科大学（376ページ 下から 22行目） 
  追加：【障害別の支援】☆支援者 [パソコン要約筆記者] 学内サークル 
 
神戸女学院大学（477ページ 下から 4行目） 
  追加：【障害別の支援】☆費用負担 あり・詳細 [聴覚障害学生のノートテイク関連] 

人件費  
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【中国地方】 
広島大学（509ページ 最終行） 
  追加：･･･を体系化 など、積極的に高等教育のユニバーサルデザイン化を推進してい

ます。 
 
広島国際学院大学（531ページ 上から 16行目） 
  追加：【障害別の支援】☆コーディネーター のあとに下記を追加 

☆費用負担 あり・詳細 [資料拡大関連] 用紙代などの費用 [聴覚障害学生の

ノートテイク関連] ノートテイカーに渡す教科書や用紙代、筆記用具などの費用 
[肢体障害学生の授業補助関連] 用紙代などの費用 

 
 
【四国地方】 
高知大学（546ページ 上から 16行目） 
  誤：【障害別の支援】☆支援者 [資料の拡大をする人] 大学教職員 不明 
  正：【障害別の支援】☆支援者 [資料の拡大をする人] 大学教職員 
 
 
【九州地方・大学校】 
 大分大学（572ページ 上から 22行目） 
  追加：【障害別の支援】☆コーディネーター [パソコン要約筆記関連] 外部団体（社

会福祉法人 大分県聴覚障害者協会） 
 
 
【付録】 
センターってどんなところ？ ～活動のご案内～（647ページ 下から 4行目） 
  正：2005 年以前の各大学データも最新データの検索フォームも、トップページ[大学

案内障害者版・入試情報]をクリック 
 
センターってどんなところ？ ～活動のご案内～（652ページ囲みの中 上から 2行目） 
  誤：高い情ウハウを報やノ掲載しています。 
  正：高い情報やノウハウを掲載しています。 

 
以上 


